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　先月号に引き続き、８月に実施した住民アンケートについてご報告いたします。今月号では、前号で回
答できなかったご質問やご意見について、個人の利害に関するものなどを除き、類似の内容のものはまと
めて、町長の回答を掲載しております。なお、紙面の都合によりすべてのご質問やご意見に回答できてい
ませんが、町長が全てに目を通していますので、今後のまちづくりに活かして参ります。何卒ご了承くだ
さい。

住民アンケート調査結果報告（３）

Ｑ１　「小さな町の大きな挑戦」の具体的な内容について
　本町は、県下で最も人口が少ない町ですが、町内には魅力あふれる資源が数多くあり、まちづくりに
熱心な町民もたくさんいらっしゃいます。人口が少ない分だけ町の存在が身近で、誇りと愛着を実感す
る機会も多いと思います。また、本町では地域の絆がしっかりと根付いていて、お互いが理解し協力し
あえる一体性が育まれています。これらの小さな町ならではの利点を活かしたまちづくりを推進できれ
ば、大きな市町にはできない成果があげられると思っています。
　具体的な内容としては、全国から移住者を呼び込んで担い手として育成し、地域の活力を増進させた
いと考えています。そのためには、働く場の創出、住宅や医療体制、定住環境の整備など多くの課題は
ありますが、皆さまのご理解ご協力をいただいて積極的に取り組んで参ります。また、この取組が呼び
水となって地域に元気が出れば、本町で生まれ育った子どもたちも、いつか松野に帰ってきてくれるも
のと期待しています。

Ｑ２　過疎化・高齢化社会での地域内の助け合いについて
　過疎化・高齢化が進み担い手が少ない本町では、負担の大きい農道や水路の管理、集落内の草刈り等
を高齢者が行っている現状があります。これらの作業を行政ができないかとのご意見がありますが、農
地や農業用施設は基本的に所有者や受益者が管理すべきものであり、建設環境課直営班など役場の部署
が町全体をカバーすることは、現実的にも不可能です。
　このように、根本的な解決は困難ですが、その対策のひとつとして、非農家を含む若年から壮年世代
の皆さんの協力をいただき、景観面又は環境面で悪影響を及ぼしている箇所の草刈り等を担ってもらい、
行政が燃料や消耗品等を支給する仕組みを考えています。すでに自発的にそのようなボランティア活動
を開始されている方もいますので、今後連携をとりながら地域内での助け合いのシステムを作り、さら
に草刈り以外の幅広い分野にも拡充していきます。
Ｑ３　積極的、建設的なまちづくりについて
　本町のこれからのまちづくりは、恵まれた地域資源を活用しながら、町民の皆さんとともに進めてい
くことを基本としたいと思います。福祉、産業、環境、教育など各分野において取り組まなければなら
ない行政課題は山積していますが、まずは役場職員一人ひとりの意識改革を進め、意欲と能力を最大限
に引き出して、先頭に立ってまちづくりに取り組む人材を育成します。
　また、町内の 10 部落が、それぞれの持つ特長や個性を活かして 20 年先 50 年先もコミュニティと
して存続できるように、住民の意思決定を迅速に実行する体制の構築とともに、思い切った財源や権限
の移譲を進めます。

　今回のコロナ禍によって、長年日本が抱えていたいろいろな問題が浮き彫りとなっています。中でも
一番切実な問題は、都会の脆さ、危うさが明らかになって、都市部の住民の皆さんが大きな不安や矛盾
を感じ、このまま東京一極集中が続いていいのか、東京に住み続けていいのかという決断に、個人も企
業も迫られていることでしょう。その結果、人々の価値観が変わり、都市と地方の関係も大きく変化して、
都市部から地方への人の動き、お金や物の大きな流れが起きると思っています。その潮流をしっかりと
受け止める包容力、吸収力を身につけ、地域活性化に還元させるための諸施策を打ち出していきたいと
考えています。
　まずは、コロナ禍という危機を逆手にとって、本町の安全性や快適性をアピールし、移住者が全国か
ら集まってくる仕組みを作っていきます。

Ｑ４　コロナ禍のもとでの大胆な地域活性化施策について
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Ｑ５　施設の更新、維持管理について

Ｑ６　農業の振興と農地の保全について

　本町には、観光施設や教育文化施設など、多種多様な公共の建物があり、それぞれ経済の活性化や福
祉の向上などの役割を担っています。一方で、経年劣化による修繕費の高騰や、ニーズの変化による利
用率の低下に悩まされているものもあります。今後の方針としては、新規の箱物整備は極力抑制するこ
とを原則とし、真に必要なものだけ、将来的なコスト計算と負担割合、町民の参画度合い等を総合的に
勘案して建替え等を検討していきます。また、既存の施設においても、当初の目的から乖離しているもの、
収支が著しく悪化しているもの等に関しては、統廃合や民間譲渡に躊躇せず踏み込んでいきます。
　併せて、現在建設が進んでいる役場新庁舎についても、その機能を十分に発揮するとともに維持管理
経費を圧縮する運用方法を、引き続き検討していきます。

　本町の基幹産業である農業は、農地が狭小で零細規模の農家が多く、大消費地から遠いなど不利な条
件にあり、過疎化高齢化の進行によって担い手不足も深刻になっています。一方で、主力である水稲の
ほか、桃や柚子、梅など特産の作目も栽培されていて、長年にわたって蓄積されたノウハウや経験は、
地域の貴重な財産として高く評価されています。
　今を生きる私たちは、この先祖から受け継いだ美しい農地、生活の基盤となっている農業を、責任を
持って次世代に残していかなければなりません。そのためには、多様な担い手を発掘、誘致するとともに、
遊休農地となっている農地開発団地等の再整備を支援していくことが必要だと考えます。また、農林公
社のアグリレスキュー事業を発展拡大し、高齢化が進む農家の作業負担も減らしていかなければなりま
せん。さらには、虹の森公園かごもり市場の売上を加工品も含めてアップさせ、農家に還元していく新
しい仕組みも作っていきます。
　このように、取り組むべき課題は山積していますが、儲かる農業のモデルをひとつずつ形にしていき、
地域経済全体の底上げにつなげていく決意です。
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新庁舎建設だより

新庁舎・防災拠点施設建設工事進ちょく状況

起工式
～工事の安全を祈願～

　10 月より新庁舎及び防災拠点施設の建設工事が本格的に始まりました。
　現在は、建設地の地盤改良工事が完了し、基礎工事を進めています。

　地盤改良（柱状改良）工事の着手にあたり、施工方法等の事前検査・確認を行いました。

【地盤改良工事に着手：令和２年10月13日現在】

　地盤改良工事が完了し、基礎工事のための掘削を進めています。

【基礎工事に着手：令和２年11月13日現在】

【着工前：令和２年９月30日現在】
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防災安全コーナー

　県では、12月21日を「えひめ防災の日」、12月17日から23日までを
　「えひめ防災週間」として、災害時において、県民、自主防災組織等及び
事業者がそれぞれの役割を果たせるように防災訓練の実施等、防災対策を
一層充実させるよう努めることとされています。
　また、「シェイクアウトえひめ」として、期間中の12月17日（木）11時に、地震が発生
した際にとるべき３つの行動を一斉に行う訓練が実施されます。同日は、町の防災行政無線
でもお知らせしますので、その場で以下のような行動をとる訓練をしましょう。

「えひめ防災週間」と
「シェイクアウトえひめ」
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11
月
１
日
（
日
）、ス
ポ
ー
ツ
交
流
セ
ン
タ
ー
で
、「
ス

ポ
ー
ツ
で
つ
な
ぐ
ふ
る
さ
と　
森
の
国
ま
つ
の
」
の
大

会
テ
ー
マ
の
も
と
、
第
20
回
分
館
対
抗
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
る
こ
の
催
し
は
、
町
中
央
公

民
館
と
教
育
委
員
会
が
主
催
し
た
も
の
で
、
今
年
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
に
努
め
、「
カ

ロ
ー
リ
ン
グ
」
を
通
じ
て
小
中
学
生
約
１
０
０
名
が
交

流
を
深
め
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
、
県
ス
ポ
ー
ツ
振

興
事
業
団
か
ら
お
借
り
し
た
「
キ
ン
ボ
ー
ル
」・「
ラ
ダ
ー

ゲ
ッ
タ
ー
」
の
体
験
会
を
行
い
、
大
変
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。

　
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

分
館
対
抗

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

分
館
対
抗

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
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私
の
学
校
生
活
で
の
目
標
の
一
つ
に
、
い
じ
め
を
し

な
い
と
い
う
の
が
あ
る
。
そ
の
目
標
が
守
ら
れ
て
い
る

か
考
え
て
み
た
。

　
休
み
時
間
に
、
数
人
の
友
達
が
、Ａ
ち
ゃ
ん
の
こ
と

を
、
　
「
う
ざ
い
。」

と
言
っ
て
い
た
。
周
り
の
友
達
は
、
だ
れ
も
、
そ
の
悪

口
を
止
め
よ
う
と
し
な
か
っ
た
。

　
私
は
、「
だ
め
だ
よ
、
そ
ん
な
こ
と
言
っ
た
ら
。」
と

言
お
う
と
思
っ
た
。
け
れ
ど
言
え
な
か
っ
た
。
自
分
が

い
じ
め
ら
れ
た
ら
ど
う
し
よ
う
と
い
う
気
持
ち
が
あ
っ

た
か
ら
だ
。

　
友
達
は
、Ａ
ち
ゃ
ん
に
だ
け
、
き
び
し
く
言
う
こ
と

が
あ
る
。
私
は
、
な
ぜ
Ａ
ち
ゃ
ん
に
だ
け
、
き
つ
い
言

い
方
を
す
る
の
だ
ろ
う
、
他
の
友
達
に
は
、
そ
ん
な
言

い
方
を
し
な
い
は
ず
だ
と
思
っ
た
。

　
ち
ょ
う
ど
そ
の
日
は
、
子
ど
も
会
議
が
あ
る
日
だ
っ

た
。
私
は
、
子
ど
も
会
議
の
と
き
に
い
じ
め
の
こ
と
を

話
し
合
う
か
ら
、
友
達
が
傷
つ
い
て
い
る
こ
と
に
気
付

い
て
く
れ
る
だ
ろ
う
と
思
っ
た
。
子
ど
も
会
議
で
は
、

人
に
よ
っ
て
態
度
を
変
え
る
こ
と
は
い
け
な
い
と
い
う

話
も
出
た
。
私
は
友
達
が
気
付
い
て
く
れ
た
と
思
っ
て

い
た
。

　
で
も
次
の
日
、
私
が
教
室
に
入
る
と
、
友
達
に
、

　
「
あ
な
た
も
Ａ
ち
ゃ
ん
の
こ
と
き
ら
い
や
ろ
。」

と
言
わ
れ
て
び
っ
く
り
し
た
。Ａ
ち
ゃ
ん
は
ず
っ
と
前

か
ら
大
事
な
友
達
だ
か
ら
「
Ａ
ち
ゃ
ん
は
大
事
な
友
達

だ
よ
。」
と
言
お
う
と
思
っ
た
。
で
も
、い
き
な
り
だ
っ

た
の
で
言
え
な
か
っ
た
。

　
Ａ
ち
ゃ
ん
は
、
と
て
も
や
さ
し
く
て
き
れ
い
な
心
を

も
っ
た
人
だ
。
友
達
の
苦
手
な
こ
と
や
ち
が
う
と
こ
ろ

を
悪
く
言
う
の
は
お
か
し
い
と
思
う
。
私
は
そ
の
日
か

ら
何
日
も
、
い
じ
め
を
止
め
る
方
法
を
考
え
た
。
大
事

な
友
達
の
た
め
に
。
そ
し
て
、悪
口
を
言
っ
た
友
達
も
、

私
の
大
切
な
友
達
だ
。
友
達
を
悲
し
い
気
持
ち
に
さ
せ

て
い
る
こ
と
に
気
付
い
て
ほ
し
い
。
人
の
ち
が
い
を
み

と
め
合
っ
て
、お
た
が
い
の
よ
さ
に
気
付
い
て
ほ
し
い
。

　
自
分
の
こ
と
に
つ
い
て
も
考
え
て
み
た
。
い
け
な
い

と
思
っ
て
も
、
言
え
な
か
っ
た
。
私
も
い
っ
し
ょ
に
悪

口
を
言
っ
た
の
と
同
じ
だ
。Ａ
ち
ゃ
ん
を
悲
し
い
気
持

ち
に
さ
せ
て
い
た
。

　
そ
し
て
考
え
て
考
え
抜
い
た
こ
と
を
、
勇
気
を
出
し

て
、
友
達
に
言
っ
た
。

　
「
人
に
よ
っ
て
態
度
を
変
え
る
の
は
い
じ
め
と
同
じ
だ

よ
。
そ
の
こ
と
に
気
付
い
て
。」

な
み
だ
が
出
そ
う
に
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
を
聞
い
た
友

達
は
、
静
か
に
教
室
か
ら
出
て
行
っ
た
。

　
学
校
に
行
っ
て
数
分
の
話
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、

私
に
は
と
て
も
大
事
な
数
分
だ
と
思
っ
た
。

　
そ
れ
か
ら
後
、Ａ
ち
ゃ
ん
に
対
す
る
き
び
し
い
言
葉

は
な
く
な
っ
た
。
友
達
は
、
明
る
く
Ａ
ち
ゃ
ん
に
話
し

か
け
て
い
る
。Ａ
ち
ゃ
ん
は
、
と
て
も
う
れ
し
そ
う
だ
。

今
、元
通
り
に
元
気
に
な
っ
た
。
明
る
く
な
っ
て
い
る
。

　
私
は
こ
の
経
験

を
通
し
て
、
き
ち

ん
と
言
葉
で
言
わ

な
い
と
伝
わ
ら
な

い
こ
と
が
あ
る
こ

と
に
気
が
付
い
た
。

だ
か
ら
、
自
分
が

思
っ
て
い
る
こ
と

は
た
と
え
言
い
に

く
い
こ
と
で
も
、

勇
気
を
出
し
て
伝

え
る
よ
う
に
し
て

い
き
た
い
と
思
う
。

人
権
の
広
場

 「
気
付
い
て
ほ
し
い
か
ら
言
葉
に
し
よ
う
」

五
　
年

写真は本文と関係ありません

◆カローリングの部
　優　勝　豊岡後Ａチーム
　準優勝　延野々Ｂチーム
　第３位　松丸Ｃチーム
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MATSUNO

一市町一選手応援事業

これから

見ごろを迎える

紅葉も楽しみ

ですね！

「トマトとアボカドとササミの冷製パスタ」

こんにちは！愛媛ＦＣの原裕太郎です！
今回は松野町の方もよく召し上がるであろう

トマトを使って、パスタを作りました。
「トマトとアボカドとササミの冷製パスタ」です。
トマトには抗酸化作用があり身体が酸化するのを防いで
生活習慣病になるのを守ってくれる栄養が含まれています。
同様にアボカドも抗酸化作用があり、また約 20の必要

不可欠なビタミンやミネラルなどが含まれていて栄養満点です。
そこにタンパク質豊富なササミを加えて完 なパスタを作りました！！

これからインフルエンザや風邪をひきやすくなる季節になります。
しっかり栄養をとって　　　　　　　　　　　

身体を守り、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
冬を乗り切り　　　　　　　　　　

ましょう！　　　　　　　　　

ま
ち
か
ど
ス
ク
ー
プ

日
平
湯
元
温
泉（
豊
岡
）

ひ

の

ひ

ら

ゆ

も

と

お

ん

せ

ん

　
日
平
湯
元
温
泉
は
︑
昭
和
50
年
代
に

鰯
川
の
河
床
か
ら
自
噴
流
出
し
て
い
た

鉱
泉
を
利
用
し
よ
う
と
近
所
の
老
人
た

ち
が
小
屋
を
建
て
︑
浴
場
と
し
た
の
が

発
祥
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
︒
そ
の
後
︑

道
路
改
修
工
事
に
合
わ
せ
て
平
成
元
年

に
改
築
さ
れ
現
在
の
姿
と
な
っ
て
い
ま

す
︒
こ
の
施
設
の
管
理
は
豊
岡
前
老
人

ク
ラ
ブ
の
陽
気
老
年
会
に
委
託
さ
れ
て

お
り
︑
湯
沸
か
し
や
清
掃
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
︒
鰯
川
か
ら
汲
み
あ
げ
る
温

泉
水
は
︑
リ
ウ
マ
チ
︑
神
経
症
︑
疲
労

回
復
な
ど
の
効
能
が
あ
る
そ
う
で
す
︒

施
設
内
の
交
流
ス
ペ
ー
ス
﹁
陽
だ
ま
り

の
部
屋
﹂
は
︑
地
元
の
方
々
の
憩
い
の

場
と
な
っ
て
い
ま
す
︒
入
浴
は
毎
週
土

曜
日
15
時
～
17
時
ま
で
と
な
っ
て
お
り
︑

ど
な
た
で
も
利
用
で
き
ま
す
︒

▲陽だまりの部屋

No.4

地
名
の「
日
平
」が

由
来
な
ん
だ
っ
て
！

地
名
の「
日
平
」が

由
来
な
ん
だ
っ
て
！

▲タンク（左）と揚水ポンプ（右）
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の掲示板ま ち

令和２年度 優良青少年知事表彰受賞
石倉 勘太さん（高３）、山田 健介さん（高１）

　10月28日（水）、県生涯学習センターで、青少年の非
行・被害防止県民大会が開催され、優良青少年知事表
彰の表彰式が行われました。本町の高校生２名が、地
域社会に貢献する活動をとおして、愛

え  

顔
がお

あふれる愛媛
づくりに多大な功績を挙げたとして受賞されました。

　山田さんは、差別をなくすための学習や啓発活動を行う「あ
おぞら子ども会」に小学４年生から参加しています。中学３
年生のときには、生徒会長としていじめを生まない学校にす
る活動や身のまわりの差別をなくす活動に熱心に取り組みま
した。同和問題をはじめとする様々な人権問題について多く
の方から話を聞き、人とのつながりから学ぶことによって、
理解を深め社会に広く伝える活動に取り組んでいます。

　石倉さんは、小学３年生の頃から松野鬼城太鼓ジュニ
アチーム「森

しん

風
ぷう

」に所属し、熱心に活動に参加していま
した。高校生になってからは「松野鬼城太鼓」のメンバー
に加わり、引き続いて伝統文化の継承及び振興、後輩た
ちの育成に努めています。

坂本町長へ報告坂本町長へ報告

　今回の表彰はものすごく嬉しく、頑張ってき

て良かったなと思っています！でも僕が目指し

ているのは表彰ではなく、様々な人権問題を松

野町の学生、地域の方々と共に考え、多くの人、

町、国に伝えていくということです。今回の表

彰を胸にさらに活動を続け、後輩にそれを継承

していきたいと思っています！　 山田　健介

受賞者のコメント

　小さい頃から好きで習ってきた和太鼓で、高校３年生最後に県民大会という大きな舞台で、

この表彰を受けることができて嬉しいです。また、支えてきて下さった方々の感謝を忘れずに、

これからも松野鬼城太鼓の一員として、地域を盛り上げていきたいと思っています！

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　石倉　勘太

岩田　麻里先生からご挨拶
　愛媛大学医学部付属病院研修医の岩田です。 10月の1か月間、 中央診
療所で勤務させていただきました。 毎日の外来業務や訪問診療に加えて、 
健診やデイサービスなど様々な面で松野町の方々とお話しし診療に携わ
ることができました。 短い期間でしたが非常に有意義な研修となりまし
た。 診療所スタッフの方々、松野町の皆さま、本当にありがとうござい
ました。寒くなりますのでお体に気を付けてお過ごしください。



９

の掲示板ま ち

　
森
の
国
さ
く
ら
の
会
は
、
雨
で
延
期
に
な
っ
て
い
た
延
野
々
古
井
谷
の
草
刈

り
作
業
を
、
10
月
26
日（
月
）に
行
い
ま
し
た
。

　
セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
草
は
２
メ
ー
ト
ル
以
上
に
な
っ
て
い
て
、
刈
る
の
も
大

変
で
し
た
が
会
員
と
協
力
員
で
き
れ
い
に
刈
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
本
会
は
、
桜
の
木
の
植
樹
や
管
理
の
ほ
か
に
、
皆
さ
ん
に
花
で
癒
や
さ
れ
て

ほ
し
い
と
年
間
を
通
し
て
、
緑
地
帯
や
会
員
の
畑
で
花
を
植
え
管
理
し
て
い
ま

す
。

　
今
秋
は
、
延
野
々
の
会
員
の
畑
に
種
を
蒔
い
た
コ
ス
モ
ス
が
10
月
下
旬
に
は

満
開
、
見
頃
に
な
り
ま
し
た
。

　
私
た
ち
の
活
動
に
賛
同
し
て
い
た
だ
く
方
の
入
会
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
賛
助
会
員
と
し
て
協
力
し
て
い
た
だ
け
る
方
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
建
設
環
境
課
内　
森
の
国
さ
く
ら
の
会
事
務
局　
☎
42
・
１
１
１
５

森
の
国
さ
く
ら
の
会
活
動
報
告
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の掲示板ま ち

 
「 
大　
年 

」
地
域
お
こ
し
協
力
隊　
川
嶋　
健
佑

第
三
十
回　
不
器
男
の
庭

天
高
し
若
き
大
工
は
ピ
ア
ス
つ
け　
　
　

赤
松　

午
子

秋
風
や
あ
し
た
夕
べ
の
定
め
な
く　
　
　

伊
井
は
じ
め

秋
彼
岸
句
集
抱
き
て
逝
き
し
人　
　
　
　

岩
崎　

淳
美

秋
茄
子
の
紺
を
極
め
し
一
夜
漬　
　
　
　

伊
藤　

富
子

庭
先
に
猫
遊
ば
せ
て
釣
瓶
落
ち　
　
　
　

稲
谷
キ
ミ
コ

棟
上
げ
の
槌
音
響
き
秋
高
し　
　
　
　
　

上
田
美
智
子

ど
の
窓
も
町
を
切
り
取
る
秋
茜　
　
　
　

川
嶋　

健
佑

寄
り
添
ひ
し
本
家
分
家
の
式
部
の
実　
　

金
谷　

重
子

秋
深
し
デ
ゴ
イ
チ
車
庫
の
美
術
展　
　
　

谷　

き
よ
し

小
鳥
来
て
急
に
明
る
く
な
る
心　
　
　
　

布　
　

康
江

名
月
や
古
刹
の
庭
に
藩
主
歌
碑　
　
　
　

ひ
の
た
い
ら

整
地
終
へ
し
庁
舎
予
定
地
花
芒　
　
　
　

三
好
カ
ン
ナ

葛
句
会　

俳
句
鑑
賞

秋
茄
子
の
紺
を
極
め
し
一
夜
漬　
　
　
　

伊
藤　

富
子

　

一
夜
漬
け
に
し
た
秋
茄
子
を
取
り
出
す
。
秋
茄
子
が

漬
か
り
す
ぎ
て
も
漬
か
り
が
浅
す
ぎ
て
も
紺
を
極
め
た

と
い
う
表
現
に
は
な
ら
な
い
と
思
う
。
ち
ょ
う
ど
い
い

塩
梅
で
漬
か
っ
た
秋
茄
子
の
美
味
し
さ
を
皮
の
鮮
や
か

さ
で
表
現
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
鑑
賞　

川
嶋
健
佑
）

畔
が
り
の
そ
こ
だ
け
残
す
曼
殊
沙
華　

広
島
県　

徳
永　

章
子

受
話
器
よ
り
子
の
声
聞
こ
ゆ
白
露
か
な　

松
野
町　

三
平　
　
　

選
者　

葛
句
会
会
長　

谷
き
よ
し

町の人口 令和２年10月31日現在
※外国人を含みます

世帯数　2,019 世帯（＋11世帯） 

総人口　3,827 人 （＋４人） 
　　　　　男1,794 人　女2,033 人
                    （10 月中の異動） 
　　○出　生　０人　○死　亡　３人
　　○転　入　17人　○転　出　10人

葛
句
会　
10
月
例
会
句
会　
於　
吉
野
生
地
区
公
民
館

俳
句
ポ
ス
ト
投
句
作
品
優
秀
句　
９
月
投
函
分

　
不
器
男
記
念
館
の
庭
で
は
、
四
季
折
々
の
植
物
を
楽
し
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。
春
か
ら
夏
に
か
け
て
は
、
桜
や
躑つ 

つ
躅じ　

、
夏
か

ら
秋
に
は
、
百さ
る

日す
べ

紅り  
や
曼ま
ん 

珠じ
ゅ 

沙し
ゃ

華げ　

が
満
開
の
花
を
咲
か
せ
ま

す
。
十
一
月
頃
か
ら
は
黄
色
い
石つ  

蕗わ  

の
花
が
庭
一
面
に
咲
き
、

東
屋
の
生
垣
で
は
、
椿
が
淡
い
ピ
ン
ク
色
の
花
を
ぽ
つ
ぽ
つ
と

咲
か
せ
始
め
ま
す
。
こ
の
頃
に
な
る
と
山
峡
の
寒
い
冬
が
近
づ

い
て
き
た
こ
と
を
実
感
し
ま
す
。

大
年
や
お
の
づ
か
ら
な
る
梁
響　
　
　
　
　
　
　

  

芝
不
器
男

　
大
年
は
大
晦
日
の
こ
と
で
す
。
忙
し
い
年
越
し
準
備
も
ひ
と

段
落
し
、
す
こ
し
落
ち
着
い
た
頃
に
土
間
の
大
き
な
梁
か
ら
音

が
し
た
と
い
う
俳
句
で
す
。
不
器
男
記
念
館
に
は
昔
な
が
ら
の

広
い
土
間
が
あ
り
、
見
上
げ
る
と
立
派
な
梁
が
あ
り
ま
す
。
さ

て
年
末
に
近
づ
い
て
き
ま
し
た
が
、
不
器
男
忌
俳
句
大
会
の
投

句
は
お
済
み
で
し
ょ
う
か
。
今
年
は
、
例
年
よ
り
一
週
間
早
い

十
二
月
十
一
日
が
投
句
締
め
切
り
で
す
。
募
集
チ
ラ
シ
は
不
器

男
記
念
館
や
松
野
町
役
場
に
あ
り
ま
す
の
で
、
た
く
さ
ん
の
ご

参
加
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ま
ち
の
投
句
箱

お
詫
び
と
訂
正

　
先
月
号
の
「
葛
句
会
９
月
例
会
句
会
」
で
赤
松
午
子
さ
ん
と
布
康
江

さ
ん
の
作
品
が
入
れ
変
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
正
し
く
は
次
の
通
り
で
す
。

訂
正
し
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
足
る
を
知
る
こ
と
に
始
ま
る
今
年
米　
布　
　
康
江

　
腹
を
見
せ
大
往
生
の
油
蝉　
　
　
　
　
赤
松　
午
子
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Informationお し ら せ

１　
行
政
相
談

　
【
日　

   

時
】　
12
月
10
日
㈭
10
時
〜
12
時

　
【
場　
　
所
】　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
【
内　
　
容
】　
行
政
に
関
す
る
苦
情
や
要
望

　
【
相
談
員
】　
山
﨑　
ル
リ
子
（
行
政
相
談
委
員
）

２　
心
配
ご
と
法
律
相
談
（
弁
護
士
相
談
）

　
【
日　
　
時
】　
12
月
10
日
㈭
10
時
〜
12
時

　
【
場　
　
所
】　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
【
内　
　
容
】　
心
配
ご
と
法
律
相
談

　
【
相
談
員
】　
民
生
児
童
委
員
・
弁
護
士

３　
人
権
相
談

　
【
日　
　
時
】　
12
月
10
日
㈭
10
時
〜
12
時

　
【
場　
　
所
】　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
【
内　
　
容
】　
人
権
相
談

　
【
相
談
員
】　
人
権
擁
護
委
員

　
納
付
書
に
よ
り
現
金
で
納
付
を
し
て
い
た
だ
く
方
に

は
、
12
月
中
旬
に
納
付
書
を
送
付
し
ま
す
。（
固
定
資
産

税
を
除
く
）

　
紛
失
さ
れ
た
場
合
等
は
、
町
民
課
賦
課
徴
収
係
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
町
民
課　
賦
課
徴
収
係　
☎
42
・
１
１
１
２

　
私
た
ち
の
敵
は
「
人
」
で
は
な
く
「
ウ
イ
ル
ス
」
で
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
感
染
者
へ
の
無
責
任

な
情
報
発
信
は
せ
ず
、
思
い
や
り
の
気
持
ち
を
持
ち
、
差

別
や
偏
見
を
な
く
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
【
人
権
に
関
す
る
電
話
相
談
窓
口
】

　
県
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
８
９
・
９
４
１
・
８
０
３
７

　
み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番

　
☎
０
５
７
０
・
０
０
３
・
１
１
０

　
最
寄
り
の
法
務
局
に
繋
が
り
ま
す
。

　
【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
県
人
権
対
策
課　
☎
０
８
９
・
９
１
２
・
２
４
５
６

　
ふ
ぐ
の
毒
は
テ
ト
ロ
ド
ト
キ
シ
ン
と
呼
ば
れ
、
神
経
を

麻
痺
さ
せ
る
作
用
が
あ
り
、
最
悪
の
場
合
は
死
亡
す
る
こ

と
も
あ
る
猛
毒
（
青
酸
カ
リ
の
約
１
，０
０
０
倍
）
で
す
。

煮
た
り
焼
い
た
り
し
て
も
な
く
な
り
ま
せ
ん
。

　
ふ
ぐ
中
毒
防
止
の
た
め
、次
の
点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

○
ふ
ぐ
を
さ
ば
く
に
は
、「
ふ
ぐ
取
扱
者
免
許
」
が
必
要

で
す
。
素
人
調
理
は
厳
禁
！

○
釣
っ
た
ふ
ぐ
を
自
ら
調
理
し
た
り
、
人
に
あ
げ
た
り
し

て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　
ふ
ぐ
中
毒
の
事
件
の
ほ
と
ん
ど
が
家
庭
に
お
け
る
素
人

調
理
が
原
因
で
す
。

　
【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
宇
和
島
保
健
所　
生
活
衛
生
課　
☎
28
・
６
１
０
８

各
種
無
料
相
談
所
の
開
設
に
つ
い
て

各
種
無
料
相
談
所
の
開
設
に
つ
い
て

Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！
コ
ロ
ナ
差
別
〜
愛
顔
を
守
ろ
う
〜

Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！
コ
ロ
ナ
差
別
〜
愛
顔
を
守
ろ
う
〜

12
月
は
「
ふ
ぐ
中
毒
防
止
月
間
」
で
す

12
月
は
「
ふ
ぐ
中
毒
防
止
月
間
」
で
す

12
月
25
日
が
納
期
限
の
税
目
等

12
月
25
日
が
納
期
限
の
税
目
等

　
農
業
委
員
会
で
は
、（
一
社
）
全
国
農
業
会
議
所

が
運
営・管
理
す
る
「
全
国
農
地
ナ
ビ
」
に
お
い
て
、

農
地
台
帳
及
び
農
地
に
関
す
る
地
図
に
つ
い
て
公

表
し
て
い
ま
す
。

　
全
国
農
地
ナ
ビ
で
は
、
農
地
の
地
番
、
地
目
、

面
積
等
、
公
表
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
情
報
を

誰
で
も
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
パ
ソ
コ
ン・ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・

タ
ブ
レ
ッ
ト
等
の
画
面
上
で
閲
覧
で
き
ま
す
の
で
、

ア
ク
セ
ス
す
る
に
は
「
全
国
農
地
ナ
ビ
」
で
検
索

す
る
か
、Ｕ
Ｒ
Ｌ（https://www.alis-ac.jp/

）
を

入
力
し
て
く
だ
さ
い
。

　
新
し
く
農
業
を
始
め
る
方
や
農
業
経
営
の
規
模

拡
大
を
希
望
す
る
方
は
是
非
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
全
国
農
地
ナ
ビ
に
つ
い
て
ご
不
明
な
点
が
ご
ざ

い
ま
し
た
ら
、
農
業
委
員
会
事
務
局
ま
で
お
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　

　
【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
農
業
委
員
会
事
務
局　
☎
42
・
１
１
１
４

全
国
農
地
ナ
ビ
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

全
国
農
地
ナ
ビ
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

農業委員会だより（12月号）

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

介
護
保
険
料

国
民
健
康
保
険
税

固
定
資
産
税

第 

６ 

期

第 

３ 

期
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Informationお し ら せ

　
自
衛
隊
宇
和
島
地
域
事
務
所
で
は
、
陸
上
自
衛
隊
高
等

工
科
学
校
生
徒
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

１ 

一
般
採
用
（
第
１
次
）
試
験

　
【
応
募
資
格
】　
中
卒
（
見
込
含
む
）
17
歳
未
満
の
男
子

　
【
受
付
期
間
】　
令
和
３
年
１
月
６
日
㈬
締
切

　
【
試
験
日
】　
令
和
３
年
１
月
23
日
㈯

　
【
試
験
場
】　
宇
和
島
市
立
明
倫
公
民
館

　
【
試
験
科
目
】　
国
語
・
社
会
・
数
字
・
理
科
・
英
語

　
　
　
　
　
　
　
（
択
一
式
）
及
び
作
文
（
５
０
０
字
程
度
）

２ 

推
薦
採
用
試
験

　
【
応
募
資
格
】　
中
卒
（
見
込
含
む
） 

17
歳
未
満
の
男
子

　
　
　
　
　
　
　

で
、
成
績
等
優
秀
に
よ
り
学
校
長
が
推

　
　
　
　
　
　
　

薦

　
【
受
付
期
間
】　
11
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令和３年成人式の開催について
　成人式を迎えられる皆さんおめでとうございます。
　今年度の成人式は令和３年１月３日にコミュニティセンターで開催します。対象者は平成 12 年４月２
日～平成 13 年４月１日生まれの方のうち、松野町内小・中学校の卒業生及び現在、松野町に在住されて
いる方となります。
　現在、新成人有志による成人式実行委員会を立ち上げ、内容等について協議を行っています。
　なお、開催にあたり、参加者には感染症対策の徹底及び感染防止に努め、実施します。       
　〈成人式開催に係る感染症対策について〉       
　①　12月 20日～１月 17日まで前後２週間の体調をアプリにより管理を行う。
　②　唾液の検体を採取し、ＰＣＲ検査により抗体をチェックする。（12月末）
　③　当日の入場者はサーモグラフィーによる検温の実施を行う。
12月 20日

①健康チェック（前２週間）

② ＰＣＲ検査

当日

①健康チェック（後２週間）

１２月末 1 月 17日
③
入
場
前
の

　
検
温

　【問い合わせ先】　教育課　☎４２－１１１８
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多重債務無料相談会の開催について
　県では、多重債務問題の解決を支援するため、借金問題でお悩みの方を対象に、愛媛弁護士会及び愛媛
県司法書士会と共催で無料相談会を開催します。
　この機会に、ぜひご相談ください。（要予約）

相談会の日時、会場、予約先等

相 談 員　　弁護士又は司法書士と補助職員（県・市町職員）
予約受付期間　　11月２日㈪～ 12月 18日㈮
　　　　　　　　月曜～金曜の 8：30～ 17：15（祝日除く）
　【問い合わせ先】　愛媛県消費生活センター　☎０８９－９２５－３７００

町民課　賦課徴収係からのお知らせ
○保険税（料）の減免について
　新型コロナウイルス感染症の影響により、次の要件を満たす方は、国民健康保険税、後期高齢者医
療保険料、介護保険料が減免となります。
減免の対象となる方
１　新型コロナウイルス感染症により、主たる生計維持者が死亡し、又は重篤な傷病を負った世帯の方

⇒　保険税（料）を全額免除　
２　新型コロナウイルス感染症の影響により、主たる生計維持者の収入減少（※）が見込まれる世帯の方

⇒　保険税（料）の一部を減額
※一部減額についての要件はホームページにてご確認いただくか、町民課までお問い合わせください。

減免の対象となる保険税（料）
　令和２年２月１日から令和３年３月 31日までに納期限が設定されているもの

○小型特殊自動車の登録について
　農耕作業用自動車（乗用装置のあるトラクタやコンバイン、田植え機など）や工場等で使用される
フォーク・リフトなどの小型特殊自動車を所有している場合は、軽自動車税の申告をしてナンバープ
レート（課税標識）の交付を受ける必要があります。
　公道の走行の有無や使用の有無にかかわらず、所有していれば課税の対象となります。
　ナンバープレートのついていない小型特殊自動車を所有している方は町民課まで申告してください。
手続きに必要なもの
　印鑑、販売証明書又は譲渡証明書、車名や車台番号等がわかるもの、本人確認書類（運転免許証等）
年税額
　基準日４月１日
　農耕作業用・・・２,４００円
　その他（フォーク・リフト等）・・・５,９００円

申請に必要な書類等、詳細についてはお問い合わせください。
ホームページにも関連情報を掲載しています。
　【問い合わせ先】　町民課　賦課徴収係　☎４２－１１１２

相談日
12月 21日㈪

会　場
愛媛県消費生活センター（松山市山越町 450番地）

時　間
13：30～ 16：30
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愛媛・大分交流市町村　コラボ企画「豊予交流」が連載スタート！
　愛媛県側９つの自治体と大分側９つの自治体は、新たな経済圏域の循環などを目的として「愛媛・大分
交流市町村連絡会議」を立ち上げ、コラボ企画として大分県側の自治体の歴史・文化など、魅力満載の連
載企画がスタートします。
　今月は津久見市をご紹介します。
　愛媛・大分交流市町村連絡会議構成市町（※連載企画には参加していない自治体もあります。）　　　　　　

愛媛県４市５町
宇和島市、八幡浜市、大洲市、西予市、内子町、
伊方町、松野町、鬼北町、愛南町

大分県８市１町
大分市、別府市、佐伯市、臼杵市、津久見市、
竹田市、豊後大野市、由布市、日出町

＜基礎データ＞
●人口：17,969人
（平成27年国勢調査）
●総面積：79.50㎢

お問い合わせ 津久見市観光協会 ☎0972-82-9521
津久見市 商工観光・定住推進課 ☎0972-82-9542

【津久見市の特産品】

その他の特産品などに
関する情報はこちら

津久見市観光協会ＨＰ

【津久見市の概要】

津久見市
公認キャラクター
つくみん

【津久見市の観光】

©Takeuchi Tomoyuki

　街の真ん中にある「つくみん公園」の大型遊具や、
イルカと触れ合える屋外型観光施設「つくみイルカ
島」などにたくさんの観光客が訪れます。７月中旬
に開催される「つくみ港まつり」では、九州でも有
数の大型花火を目当てに、市内外から多くの人々が
集まります。また、四浦半島では、１０年以上に渡
る河津桜の植樹活動により、九州で最も早く桜が開
花する地域の１つとして知られるようになり、２月
から行われる「豊後水道河津桜まつり」では、多く
の来訪客で賑わいます。

　　『セメントとみかんと野球のまち』として知られる
大分県津久見市は、県の南東部に位置しており、豊後
水道に面した海沿いのまちです。また、津久見湾の湾
口部を囲うようにリアス海岸が半島部に延び、南の四
浦半島の延長に保戸島、北の長目半島の延長に地無垢
島、沖無垢島の３つの島が浮かんでいます。
　本市では、学童からシルバー世代まで野球が盛んに
行われており、各世代において全国や大分県で数々の
好成績を収めています。特に大分県立津久見高等学校
硬式野球部は、昭和４２年春、昭和４７年夏の２度の
全国制覇を成し遂げており、今年の夏には「２０２０
大分県高等学校野球大会」で見事３２年ぶりに優勝を
果たしました。

　津久見市には、確かな品質が自慢の食材が豊富に
あります。「津久見ひゅうが丼」は、マグロ遠洋漁
業の基地として栄えた保戸島で考案された郷土料理
です。また、津久見湾は「モイカ（アオリイカ）」
の好漁場であり、バッタリ漁という昔ながらの漁法
が今も残っています。「津久見モイカフェスタ（１１
月～１月中旬）」では鮮度抜群の旬のモイカを提供
しています。そして、「ミカン」は津久見を代表す
る特産品で、年間を通じて様々な品種のミカンや加
工品を味わえ、「ミカンの先祖木」と呼ばれる国の
天然記念物に指定されている紀州ミカンの古木があ
ります。

「つくみイルカ島」

「つくみ港まつり納涼花火大会」

「四浦半島の河津桜」

「津久見ひゅうが丼」 「モイカ」

「津久見みかん」

【問い合わせ先】　ふるさと創生課　☎４２－１１１６
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愛媛で食べよう　Ｇｏ Ｔｏ Ｅａｔ キャンペーン

　下記のとおり令和３年度の申込受付を行います。
　【対　　　象】　松野町内の小学校に通学している児童
　　　　　　　　ただし、保護者が就労などの理由により、帰宅しても児童だけで家にいなければならない
　　　　　　　　世帯
　【利用開始日】　令和３年４月１日㈬から
　【実 施 日 時】　平日（月～金）放課後開始から 18時
　　　　　　　　小学校の長期休業日等（月～金）８時～ 18時
　【休　館　日】　土･日･祝日･年末年始（12/29 ～１/３）･お盆（８/13～ 16）
　【場　　　所】　森の国ふれあいセンター（松野町大字松丸 941番地）☎４２－０４４８
　【利　用　料】　児童１人につき月額４,３００円（内、３００円は傷害保険加入金）
　　　　　　　　（松野東小学校区の方：別途送迎バス定期代１,０００円必要）

　【入会申込に必要な書類について】
　町ホームページに掲載しています。ただし、掲載できない書類については、申込書等を提出の際にお渡
しします。お早めの申請をお願いします。

　【申込書提出締切】
　４月中からの利用　　→　令和３年２月 26日㈮締切 
　５月以降からの利用　→　利用希望日の２週間前まで 
※　入会申込に必要な書類を準備し、提出してください。申請には、勤め先が発行する証明書等の提出が
必要です。早めの対応をお願いします。

　【申込書提出・問い合わせ先】
　新規の方　→　町民課 窓口　☎４２－１１１３
　これまで利用したことがある方　→　森の国ふれあいセンター（☎４２－０４４８）又は町民課 窓口
※　入会が決定しましたら、学校との連携が必要なため、入会者氏名等を学校へ連絡しますので、ご了承
願います。

令和３年度　なないろキッズ（放課後児童クラブ）入会申込について

　新型コロナウイルス感染症の拡大以来、厳しい状況に置かれている飲食店を応援するため、「愛媛で食べ
よう Ｇｏ Ｔｏ Ｅａｔ キャンペーン」を展開しています。購入額の25％を上乗せしたプレミアム付飲食券
を販売し、愛媛県全体で発行総額は 100 億円（うち、国給付金 25 億円）です。町民の皆さんのご利用で
飲食店を支え、農林水産物の消費拡大にご協力をお願いします。
　【販 売 期 間】　10月 23日㈮～令和３年１月 31日㈰
　【利 用 期 間】　10月 30日㈮～令和３年３月 31日㈬
　【食　事　券】　４,０００円（額面５,０００円分：５００円 ×１０枚）
　【購 入 場 所】　松野郵便局、県内のフジ、セブンスター等で販売、
　　　　　　　　なくなり次第終了。
　　　　　　　　一人あたり１回の購入は５セットまで
　【利用飲食店】　県内の飲食店（事前に登録された店舗で利用可）
　【Ｈ  　 　Ｐ】　https://www.goto-eat-ehime.com/
　【問い合わせ先】　Ｇｏ Ｔｏ Ｅａｔ キャンペーン　愛媛事務局
　　　　　　　　　☎０８９－９４５－３２２０
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　県では、コロナ禍におけるイベント中止により、販売機会が減少した生産者を支援するため、新しい生
活様式の中で、農産物等を販売するオンライン・イベント「ＳＵＮＳＨＩＮＥ　ＭＡＲＫＥＴ ｉｎ  ＥＨＩＭＥ
（サンシャイン マーケット イン エヒメ）」を開催中！
　ぜひ特設サイトからご参加いただき、生産者自慢の逸品をお買い求めください。
　県産品が当たるプレゼントなど様々な企画を用意しています。
　【特設サイト開設期間】
　11月 21日㈯～ 12月 20日㈰
　　（特設サイト終了後も、生産者個別ＥＣサイトで引き続きお買い求めできます。）
　【ＨＰ】　https://bit.ly/3nWpGOo
　　　　　（サンシャインマーケット エヒメまたはサンシャインマーケット 愛媛で検索）
　【問い合わせ先】　県ブランド戦略課　☎０８９－９１２－２５４１

ＳＵＮＳＨＩＮＥ　ＭＡＲＫＥＴ　ｉｎ　ＥＨＩＭＥ開催
サ ン シ ャ イ ン マ ー ケ ッ ト

年 金 コ ー ーナ

年金記録 や 年金見込額 を

　「ねんきんネット」を活用して、年金記録の確認や年金見込額の試算

をしてみませんか。

　　「ねんきんネット」は、パソコンやスマートフォンから

ご自身の年金情報を手軽に確認できるサービスです。

「ねんきんネット」で

確認できます

「ねんきんネット」でできること

❶　ご自身の年金記録の確認

❷　将来の年金見込額の試算

❸　電子版「ねんきん定期便」の閲覧

❹　受給に関する各種通知書の確認

ほかにも・・・　　再交付申請や持ち主不明記録の検索など様々な機能があります。

　詳しくは、
　日本年金機構ホームページ　https://www.nenkin.go.jp/
　宇和島年金事務所　☎２２－５５６９（予約相談を受け付けています。）
　町民課　☎４２－１１１３
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　手続きに必要な診断書や書類は、問い合わせ先の窓口に備え付けてあります。障がい種別により必要な
書類や診断書が異なりますので、まずはお問い合わせください。
　また、支給金額はすべて令和２年４月現在の金額であり、今後改定となる場合もありますので、ご注意
ください。

特別児童扶養手当
　身体又は精神に中度以上の障がいを有する児童を監護している父若しくは母、または養育者に対し
て、その生活の向上と福祉の増進を図ることを目的に支給されます。
　【対　　　　象】　一定以上の障がいを有する 20歳未満の児童。
　　　　　　　　　ただし、施設等に入所している児童は対象になりません。
　【支 給 金 額】　１級（重度障がい児）５２,５００円
　　　　　　　　　２級（中度障がい児）３４,９７０円
　　　　　　　　　ただし、所得によっては支給停止になる場合があります。
　【問い合わせ先】　町民課　☎４２－１１１３

障害児福祉手当
　身体又は精神に重度の障がいを有するため、日常生活において常時の介護を必要とする状態にある
児童に対して、その生活の向上と福祉の増進を図ることを目的に支給されます。
　【対　　　　象】　重度の障がいを有する 20歳未満の在宅の児童。特別児童扶養手当と併給できます。
　　　　　　　　　なお、次のいずれかに該当する場合は受給できません。
　　　　　　　　　①　本人が施設等に入所している場合
　　　　　　　　　②　障がいを事由とする公的年金の給付を受けている場合
　【支 給 金 額】　月額　１４,８８０円
　　　　　　　　　ただし、所得によっては支給停止になる場合があります。
　【問い合わせ先】　保健福祉課　☎４２－０７０８

特別障害者手当
　身体又は精神に著しく重度の障がいを有するため、日常生活において常時特別な介護を必要とする
状態にある方に対して、その生活の向上と福祉の増進を図ることを目的に支給されます。
　【対　　　　象】　重度の障がいを有する 20歳以上の在宅の方。
　　　　　　　　　なお、次のいずれかに該当する場合は受給できません。
　　　　　　　　　①　障害者支援施設等や特別養護老人ホーム等に入所している場合
　　　　　　　　　②　病院、診療所、介護老人保健施設などに継続して３か月以上入院している場合
　【支 給 金 額】　月額　２７,３５０円
　　　　　　　　　ただし、所得によっては支給停止になる場合があります。
　【問い合わせ先】　保健福祉課　☎４２－０７０８

障がいがある方のための国の手当制度を紹介します
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　令和３年４月からの保育園の利用について、申込受付を行います。
　提出書類を確認のうえ、下記期間内に受付場所へ提出してください。
　年度途中での入園希望の場合も期間中に受付します。期間中に申込をしていない児童の途中入園はご希
望に添えない場合がありますので、ご了承ください。
　【受　付　期　間】　11月 24日㈫～ 12月７日㈪
　【受付場所・時間】　新規入園希望者　→　町民課　9：00～ 17：00（土曜日・日曜日を除く）
　　　　　　　　　　継続入園希望者　→　虹の森まつの保育園　7：30～ 18：00（日曜日を除く）
　【提　出　書　類】　①②の書類は、保育園又は町民課で配布します。
　　　　　　　　　　①　教育・保育給付認定申請書兼入園申込書
　　　　　　　　　　②　雇用証明書等、保育が必要であることが確認できる書類
　　　　　　　　　　　　（保育の必要性の事由により、確認書類が異なります。）
　　　　　　　　　　③　令和２年度市町村民税課税証明書
　　　　　　　　　　　　（令和２年１月１日現在、松野町に住所がなく、かつ個人番号の提出がない方）

１　保育を必要とする事由について
　保護者が下記のいずれかに該当することにより、家庭で保育することができないため、保育園等で
保育することが必要であると認定されます。
　　⑴　就労していること（月 48時間以上）
　　⑵　妊娠中又は出産後であること　
　　　　（出産予定月の前３か月から、出産した子どもが１歳に達する月の末日まで入園可）
　　⑶　疾病にかかっている、もしくは身体に障がいを有していること
　　⑷　同居又は長期入院している親族を常時介護・看護していること
　　⑸　震災、風水害、火災その他の災害復旧にあたっていること
　　⑹　求職活動中であること（90日の期限付きで入園可）
　　⑺　就学していること
　　⑻　虐待やＤＶのおそれがあること
　　⑼　育児休業取得時に、既に保育を利用している子どもがいて継続利用が必要であること
　　　　（出産した子どもが１歳に達する月の末日まで入園可）
　２　保育の必要量について
　　就労等の事由により保育が必要な場合、次のいずれかの利用時間となります。
　○　保育標準時間・・・１日最大 11時間利用できます。（7：30～ 18：30）
　　　　　　　　　　　　保護者が月 120時間以上就労している場合
　○　保育短時間・・・１日最大８時間利用できます。（8：00～ 16：00）
　　　　　　　　　　　　保護者が月 48時間以上 120時間未満の就労の場合
　　　　　　　　　　　　※　保育を必要とする事由によって、短時間しか利用が認められない場合が
　　　　　　　　　　　　　あります。
　○　教育標準時間・・・１日最大 5.5 時間利用できます。（8：30～ 14：00）
　　　　　　　　　　　　保護者が就労している等、保育を必要とする要件は必要ありません。
　　　　　　　　　　　　※　令和３年４月１日時点で３歳以上の児童が利用できます。
　３　零歳児保育について
　　虹の森まつの保育園での零歳児の受け入れは、生後６か月を迎えた月の翌月以降の入園となります。
　　なお、年齢は令和３年４月１日現在が基準となります。

　【問い合わせ先】　町民課　児童福祉係　☎４２－１１１３

令和３年度　保育園入園申込について
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　県後期高齢者医療の被保険者の方を対象に、無料の歯科口腔健診を実施しています。お口の健康は、お
いしい食事、楽しい会話はもちろんのこと、全身の健康にもつながります。ぜひ、歯科口腔健康診査を受
診しましょう。
対象者
　県後期高齢者医療の被保険者の方
　　（被保険者とは 75 歳以上又は 65 歳から 74 歳で一定の障がいがあり、県後期高齢者医療広域連合に認
められた方です。）

　※　ただし、以下の方は対象外となります。
　　１　病院又は診療所に６か月以上継続して入院している方
　　２　障がい者支援施設、のぞみの園の設置する施設、養護老人ホーム、特別養護老人ホーム、介護保

険施設へ入所・入居している方
健診項目
　①　問診
　②　歯の状態（現在ある歯、入れ歯のかみ合せやかむ力の確認）
　③　口腔機能評価（口の中の健康診査）
　　・　舌の状態
　　・　えん下の状態（飲み込む力の確認）
　　・　口腔の状態（清掃状況やお口の乾燥状態等の確認）
　　・　歯肉の状態
　④　保健指導
受診方法
　県後期高齢者医療広域連合に電話又は保健福祉課窓口で、お申し込みください。クーポン券、受診票、
質問紙、登録歯科医院一覧表をセットにして、広域連合から郵送します。（２週間程度かかります。）
　※　県後期高齢者医療から受診をお勧めする方には、クーポン券等を送付しています。

　クーポン券等が届いたら、登録歯科医院一覧表を同封していますので、事前に電話等にて登録歯科医院
にご予約のうえ、受診してください。
　（県後期高齢者医療広域連合と、県歯科医師会のホームページにも掲載しています。）
受診期間
　令和３年２月 28日㈰まで
その他注意事項
　○　無料で歯科口腔健診を受診できるのは、１年度内につき１回です。
　　重複受診が判明した場合は、費用を請求させていただきますのでご了承ください。
　○　歯科口腔健診は無料ですが、その後に治療行為が行われる場合は、有料となりますのでご注意くだ
さい。

　【問い合わせ先】　県後期高齢者医療広域連合　事業課保健事業係　☎０８９－９１１－７７３９

令和２年度　後期高齢者歯科口腔健康診査について

　町政などに対するご意見・ご要望は、総務課までお寄せください。
 【提出・問い合わせ先】
　〒７９８－２１９２　愛媛県北宇和郡松野町大字松丸３４３
　松野町役場　総務課　☎42－１１１１　m-soumu@town.matsuno.ehime.jp

皆さんの声を聞かせてください
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　※　受付後、尿検査があります。
　※　血液検査がありますので、前日の食事は 21時までに済ませ、当日の朝食はとらないで来てください。
　　　お水は飲んでも大丈夫です。

　40歳以上の方で、今年度まだ受診されていない方はご利用ください。

医療 ・ 保健福祉情報コーナー
暮らしに役立つ

看護師緊急募集中　【問い合わせ先】　中央診療所　☎４２－０７０７

検 査 項 目

持 参 品

費　　　　用
問い合わせ先

～中央診療所の外来診療時間～
受付時間　８：００～１１：３０　１３：００～１７：００　
診療時間　９：００～１２：００　１４：００～１７：１５
○土・日・祝祭日・年末年始は休診です。
　　（開業医、休日当番医をご確認ください。）
○健康診断、予防接種等に関する予約等については診療時間内にお問い合わせください。

～出張診療所の外来診療日・時間～
目黒診療所 12月３日㈭・吉野診療所 12月 10日㈭・谷口診療所 12月 17日㈭
受付時間　13：00～ 16：00　診療時間　13：30～ 16：30　※都合により変更する場合があります。

診療所名
中央診療所

目黒診療所

吉野診療所

谷口診療所

10月 15日㈭～２月 26日㈮

第１木曜日（12/３、１/７、２/４）

第２木曜日（12/10、１/14、２/10）

第３木曜日（12/17、１/21、２/18）

15：00～ 17：00

14：00～ 16：00

期間 （土・日・祝日・年末年始は除く） 時　　間 備　　考

料　金：65歳以上　令和２年 12月 28日㈪まで　１回　１,０００円
　　　　　　　　　　令和３年１月４日㈪から２月 26日㈮まで　１回　４,４００円
　　　　　　　　　　（定期接種における補助期間を超えるため全額自己負担となります。）
　　　　３歳～ 65歳未満　１回　４,４００円　６か月～３歳未満　　１回　２,３００円
※松野町に住民票のある０歳から令和３年３月末までに 18歳になる方には、予防接種費用の一部補助が
　あります。詳しくは、保健福祉課（☎４２－０７０８）にお問い合わせください。

●診療所でのインフルエンザ予防接種について（要予約）
　※電話か受付にて予約をお願います。

●中央診療所での特定健康診査について（要予約）※電話か受付にて予約をお願います。

健康診断（身体計測・血圧測定・尿検査・血液検査・診察）
【追加項目：貧血・心電図（医師が必要と判断した場合のみ）】

特定健康診査受診券・特定健診質問票（国民健康保険、後期高齢者保険加入の方は、保健
福祉課に連絡ください。☎４２－０７０８）・保険証
受診券の記載のとおり　※自己負担額は加入されている保険によって異なります。
中央診療所　☎４２－０７０７

 ・診察のある方は、診察時に
接種することができます。
 ・65歳以上の方で「高齢者
インフルエンザ予防接種予
診票」が届いている方はご
持参ください。



12月の森の国行事予定表

古 紙
月

火

水

木

金

 

 延野々・豊岡・富岡・上家地・目黒

 松丸・吉野・蕨生・奥野川

 

 ※上 家 地…第２火曜日
 ※吉野葛川地区…第１木曜日

月

火

水

木

金

 松丸・吉野・蕨生・奥野川

 

 延野々・豊岡・富岡・上家地・目黒

 ※上 家 地…第１・第３金曜日
 ※吉野葛川地区…第２・第４月曜日

不 燃 物 資 源

月

火

水

木

金

 

 町内全域

 

 

 ※上 家 地…第２・第４水曜日
 ※吉野葛川地区…第１・第３水曜日

ＰＥＴボトル びん・かん

混ぜればゴミ！
分ければ資源！

ゴミの減量化に
ご協力ください！

ごみ収集日程表

可 燃 物
月

火

水

木

金

 延野々・豊岡・富岡・上家地・目黒

 松丸・吉野・蕨生・奥野川

 延野々・豊岡・富岡・上家地・目黒

 松丸・吉野・蕨生・奥野川

 ※吉野葛川地区…毎週火曜日

※休日当番医は、変更になることがありますので、新聞や電話等で確認し、
　事前に症状を説明し受診しましょう。
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予　　定 休 日 当 番 医日

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

曜
日

火　

水　粗大ごみ収集／豊岡後集会所（9：30～11：00）

木　

金　　

土

日　

月　

火　

水　粗大ごみ収集／延野々集会所（9：30～ 11：00）　

木　

金　　

土

日　粗大ごみ収集／松野町役場（9：30～ 12：00）　

月　

火　

水　

木　

金　　

土

日　軽トラ市　

月　

火　

水　

木　

金　小・中学校終業式　　

土

日　

月　

火　

水　

木

鎌 野 病 院
松澤循環器科内科

☎24ｰ6611
☎25ｰ5858

市立宇和島病院 小児科
いわむらクリニック

☎25ｰ1111
☎52ｰ3111

友松外科･胃腸科
笹 岡 内 科

☎22ｰ0410
☎24ｰ3886

上田小児科･外科
あ べ 医 院

☎25ｰ0100
☎32ｰ2616

河野整形外科クリニック
わたなべハートクリニック

☎22ｰ1822
☎25ｰ1717

こおり小児科
橋本内科クリニック

☎24ｰ5633
☎52ｰ0808

加藤整形外科
沖内科クリニック

☎22ｰ7111
☎25ｰ3335

市立宇和島病院 小児科
溜尾整形外科

☎25ｰ1111
☎52ｰ3133


